


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ルソー》の成功により、1871 年 8 月にブラックモンは絵付部門の部長として請われてセーヴル製
作所へ入るが 55、その役所的な体質に合わなかった彼は約半年で職を辞し、「セーヴルで自分は何
もしなかった」と後に語っている 56。そうしたブラックモンに白羽の矢を立てたのがシャルル・















































れる（図 55） 61。ロラン製陶所へ入る前の 1874 年に彼は画家ジェロームの弟子であったが、早い時
期から日本美術に関心を示していた彼は、後に日本の花鳥などの図を加味した図案集を刊行して
もいる 62。その他、同工房で日本趣味の装飾を施した者にはダムーズ、メルロ、ミドゥーなどがい



































































































































































































































































































たちに負うところが多かった。とはいえ、1838 年から 1843 年までの短期間ではあるが、ヴォワ
ザンリューにおいて、ルネサンス時代のドイツの塩釉炻器の製法とボーヴェに伝わる伝統的な炻
器の製法に基づき、炻器の領域に芸術性という新風を吹き込んでいったのは他ならぬジーグレル







































































































おけるシャプレが手掛けた炻器は、1882 年から 1885 年までに製作された褐色の無釉炻器（grès 
bruns）と、1885年からその翌年までに製作された施釉炻器（grès émaillés）の2種類に大別され
るが 98、これまでにない斬新な美学を提供したのは前者である。















































双方には、1883 年頃の同工房を支配していた「日本趣味」と「自然主義」の 2 つの傾向を認める
ことができる。オート＝ヴィエンヌ県立古文書館に所蔵されている「アヴィラン・コレクショ
ン」は、アヴィラン社に関する資料が一括整理されたものだが、その中には1882年に新設された







































































































































































































カリエスが手にした勝利を告げる手紙である。1889 年 2 月にカリエスは、早速パリにある彼のア
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